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AEC Collection で、
“+α” の BIM/CIM を実現しよう！
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オートデスク株式会社



オートデスク AEC Collection 全体図
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ソフトウェア上の作業の自動化
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
オートデスクは、BIM/CIM ソリューションパッケージ AEC Collection を提供しています。この中には、クラウド上で2D 図面や 3D モデルの活用が出来る “Autodesk Docs”（灰色）BIM/CIM データの作成＆統合が可能な “Civil 3D” “Revit” “Navisworks”（白色）など、様々なソリューションが含まれています。今日はその中で、ソフトウェア上の作業を自動化できる Dynamo（オレンジ色）と、�高度なビジュアライズを可能にする 3ds Max, Twinmotion, Workshop XR（緑色）をご紹介します。↑ 3ds Max / Workshop XR の説明は、適宜たしてもらえれば OK です



Dynamo とは
• ビジュアルプログラミングツール

• 視覚的で、初心者でも始めやすいプログラミング

• AutoCAD, Civil 3D, Revit 上での作業を自動化
• 手作業では困難な、複雑な形状の作成
• 手作業では困難な、膨大な繰り返し作業
• 外部データ（Excel, csv, テキスト）との連携

• 色々なバリエーション
• ダイアログで処理が完結できる “Dynamo Player”
• Python によるカスタマイズ
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二つの点
を入力

点間
距離を
出力

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
Dynamo は、AEC Collection 内で使用できる、ビジュアルプログラミングツールです。視覚的で、初心者でも始めやすいプログラミングの環境を提供します。右上の図のように、「ノード」 という関数を、「コネクタ」 という線でつないで、プログラムを作成します。ここでは、二つの点を入力し、点の間の距離を出す、というプログラムを作成しています。Dynamo により、AutoCAD、Civil 3D、Revit 上での作業が自動化できます。手作業では困難な、複雑な形状の作成や、膨大な繰り返し作業が可能です。また、Excel や csv などの外部データとの連携も可能です。Dynamo Player や Python との組み合わせなど、色々なバリエーションも提供しています。ここからは、二つ、Dynamo の活用例をご紹介します。



Dynamo 活用例
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2D 図面から、
自動で BIM/CIM モデルを作成

2D 図面から、鉄筋の
座標や径を csv で出力

csv から、鉄筋の
BIM/CIM モデルを作成

動画

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
Dynamo を活用すれば、2D 図面から、自動で BIM/CIM モデルを作成できます。ここでは、AutoCAD の 2D 図面から、Dynamo を活用し、鉄筋の座標や径を csv で出力しています。Dynamo の活用により、別のソフトウェアとの連携性も高まります。ここでは、Revit 上で、Dynamo を活用し、先ほどの csv から鉄筋の BIM/CIM モデルを作成しています。



構造計算の結果から、
自動で BIM/CIM モデルを作成

Dynamo 活用例
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他社ソフト

PC 上部工の測点ごとの
桁高を csv で出力

csv から、PC 上部工の
BIM/CIM モデルを作成

動画

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
Dynamo を使えば、最初から 3D ベースの BIM/CIM モデリングも可能です。ここでは、他社製の解析ソフトウェアから出てきた csv パラメータを基に、PC 上部工の BIM/CIM モデルを作成しています。他社製のソフトウェアとも連携しながら、本来の意味で業務効率化につながる BIM/CIM 対応が出来ます。



Twinmotion とは
• Revit, InfraWorks, Navisworks等で作成した

モデルを簡単に、高度なビジュアライズ化が可能
• マテリアル、ライト、植生の追加
• 日照、天候の表現
• 自動車等の走行シミュレーション
• ウォークスルーアニメーション
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いてビジュアライズです。Revitライセンスに付随する Twinmotion という製品を活用することで、より高度なビジュアライズが可能となります。Twinmotion は統合モデル活用時によく登場する InfraWorks, Navisworks といったソフトウェアから FBX 等のデータ形式を経由して統合モデルを読込むことができ、マテリアル、ライト、植生の追加や日照、天候の表現、自動車の走行シミュレーションやウォークスルーアニメーションも可能です。右下に流している動画はInfraWorksで作成した統合モデルをTwinmotionに読み込んで高度なビジュアライズを行った例となります。



Twinmotion 活用例
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動画



Workshop XR とは
• VR 空間で、実用的なコラボレーション

ワークスペースを提供
• 課題の事前把握 → 手戻りの削減
• 関係者間の相互理解の向上
• 移動時間とコストの削減
• 大規模モデルも、効率的にストリーミング

• Autodesk Construction Cloud (ACC)
上のデータに直接アクセス
• ACC 上のモデルを、直接 XR 空間にロード

（Revit, Navisworks 等のファイルに対応）
• VR 空間上で、モデルの形状や

メタデータの確認
• VR 空間上で、指摘事項の作成や確認
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※現在トライアルとして申請・利用可
AEC Collection には含まれない



Workshop XR 活用例
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動画

https://www.youtube.com/watch?v=-s3pu81MK-o

https://www.youtube.com/watch?v=-s3pu81MK-o


BIM/CIM 積算への対応
• Civil 3D による、土工区分に対応した BIM/CIM 土工モデルの自動作成

• 土工区分を考慮し、BIM/CIM モデル（掘削面）を自動作成 → 数量を自動算出
• 従来は、各横断で積算区分の境界（掘削幅 5m）を計算し、数量を算出 → この作業が不要に
• 建設通信新聞社にも掲載（https://www.kensetsunews.com/web-kan/943808）
• 詳細は、解説セミナーから（https://bim-design.com/infra/online-seminar/technical-

development-of-bimcim-models/）
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2. 3D 掘削面から、
土工数量を自動算出

3. 横断図を用いた作業は不要

1. 土工区分を考慮した 3D 掘削面を自動作成

3D 掘削面
オープン
カット

3D 掘削面
片切

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に、BIM/CIM 積算への対応です。オートデスクでは、掘削の土工区分を考慮した BIM/CIM モデルを自動で作成し、土工数量を算出する技術を開発しました。これらの作業は、全て三次元的に、横断図を使用することなく実行できます。詳細は、新聞記事やウェビナーのアーカイブをご覧ください。

https://www.kensetsunews.com/web-kan/943808
https://bim-design.com/infra/online-seminar/technical-development-of-bimcim-models/
https://bim-design.com/infra/online-seminar/technical-development-of-bimcim-models/
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ご清聴ありがとうございました。
ご興味があれば下記へご連絡下さい。

Japan.AEC.InsideSale@autodesk.com
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